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広域サイクルルート連携事業（自転車を活用したまちづくり）１-１．背景・課題・目的
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成長・発展をけん引する拠
点エリアを形成

大阪ならではの魅力を活かし、
暮らしやすさNo.1都市を実現

海・川・山や多様な地域資源を
活かし、地域を活性化

人・モノ・情報の交流を促進 安全・安心でグリーンな社会を実現

戦略1 戦略2 戦略3

戦略4 戦略5

大阪のまちづくりグランドデザインに示す５つの戦略

支える

大阪のまちづくりの方向性を示す「大阪のまちづくりグランドデザイン」を策定（Ｒ4.12 大阪府・大阪市・堺市）

人口減少・少子高齢化が進展していく中でも、都市間競争に打ち勝つ魅力あるまちづくり

大阪に住み・働き・訪れる人々のより多様化するニーズに対応したまちづくり

⇒ これまで蓄積してきた都市ストックや多様な地域資源等を最大限活かす必要がある

都市に近接した豊かな自然や、歴史・文化等に関する多様な地域資源が集積

⇒ この強みを活かし広域的に連携することで、交流人口や関係人口を増やし、各地域の活性化を図る



LOVE RINKu（恋人の聖地）

広域ベイエリア

大阪市から岬町に至る
泉州の臨海部・沿岸部
等世界に繋がるゾーン

周辺山系
北摂山系、生駒山系、
金剛山系、和泉葛城山

系や麓の農空間等も含む
ゾーン

河川空間
淀川水系・大和川水系

をはじめとした河川・
河川敷とその沿川を対象
としたゾーン

SENNAN LONG PARK

広域サイクルルート連携事業（自転車を活用したまちづくり）

旧堺灯台

岸和田城

田尻スカイブリッジと漁港

京街道

淀川舟運

信貴山

砂子水路側道

飯盛山山頂 下赤坂の棚田

府内各地にある多様な地域資源
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１-２．背景・課題・目的



つなぐ手段として、自転車を活用

大阪ベイエリア

２．事業目的と手段

周辺山系

河川空間

広域サイクルルート連携事業（自転車を活用したまちづくり）

自転車を活用する理由
・周遊性

徒歩より行動範囲が広く、自動車よりキメ細かく行動可能

・自転車に適した土地
平坦な地形、世界的な自転車関連企業が所在する自転車産業の地

・持続可能な社会の実現
環境負荷の低減、健康増進

SHIMANO

オージーケーカブト

キャットアイ

パナソニックサイクルテック
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広域的な連携で、地域活性化
地域資源をつなぎ周遊促進により、地域活性化を図る



３．事業内容

具体的な事業内容

（１）マップの作成（周遊のベースを整備）

（２）イベント（各地を周遊する仕掛け）

（３）情報発信
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サイクリングマップ
（サイクルスポーツ監修）

周遊マップ 音声案内アプリ

（１）マップの作成（周遊のベース整備）

周遊促進のベースとなる
マップ等を整備

・自転車専門誌の監修のもと
サイクリングマップを作成（累計25万部配布）

・地元イベント等も掲載した周遊マップを作成し配布

・音声案内アプリへのマップの反映等、デジタル化

延べ43社の企業から2,340万円の寄付を活用
（寄付額はH30～R6年度の累計）

令和７年度の取組
・万博を踏まえたサイクリングマップの更新
・市町村のサイクリングコースも

音声案内アプリへ反映し、拡充していく
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（２）イベント（各地を周遊する仕掛け） 広域サイクルルート連携事業（自転車を活用したまちづくり）

万博会場

淀川リバーサイド
サイクルライン

大和川リバーサイド
サイクルライン

石
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド

サ
イ
ク
ル
ラ
イ
ン

：万博に向けて整備中のサイクルライン

：府内各地を周遊するイベント（①～④）各地を巡るイベントにより

地域資源の周遊促進
2025年はサイクルラインで万博へ

40社以上の民間企業から協賛・協力
（イベントの景品として協賛品の提供・主催等）
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・近隣府県や市町村等と連携しイベント開催
（長期間のスタンプラリーや1DAYイベント）

参加者の声
・今まで行ったことのなかった場所に足を運ぶいい機会になった
・近くにこんな素敵な場所がある事を知れたのは大収穫。また訪れたい。
・初めて行ったが、素敵な場所だったので愛着が湧いた

令和７年度の取組
2025年大阪・関西万博も踏まえて
国内外の多くの方々に周遊いただけるよう開催

全４イベントを各地で開催

①

②

③

④



（３）情報発信

広く周知するため
様々な媒体で情報発信

・自転車専門誌に掲載

・事業を紹介するポスターを作成し府内各地に掲示

・自転車イベント等でブース出展

令和７年度の取組
・自転車専門誌やポスター等を作成
・マップやイベント等を広く周知

自転車専門誌での発信
（マップやイベント周知）

PRポスター掲示
（ポスターには企業名掲載）

イベントでのブース出展 8



アワイチ

京奈和

ビワイチ

WAKAYAMA800

大和川リバーサイド

和歌山港

嵐山

ひとつなぎにしたサイクルルート

４．今後の展望 広域サイクルルート連携事業（自転車を活用したまちづくり）

府県を超えた広域ルートの設定
そして、ブランド化

「淡路島一周(アワイチ)」,「琵琶湖一周(ビワイチ)」,「京奈和自転車道」等、
関西各地域のサイクルルートと連携した広域ルートの設定
国内外で広く知られるブランドへと育て、多くの人を呼び込む

多くの人が訪れ、大阪を知る

自転車による地域の活性化
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５．さいごに 広域サイクルルート連携事業（自転車を活用したまちづくり）
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自転車産業の振興

環境負荷の軽減

観光振興

健康増進 災害時の交通機能維持

広域サイクルルート連携事業は『地域の活性化』『まちづくり』の観点からの取組

・・ですが、様々な効果が期待できます

ご支援いただいた企業名はwebページのみならず、
本事業で配布するマップやチラシ等に記載し、府民、来阪者に広く周知します。

ご支援いただくことで、御社の知名度アップ・イメージアップにつながります。

あなたの手で、笑顔あふれる地域に



広域サイクルルート連携事業（自転車を活用したまちづくり）

お問合せ
大阪都市計画局 計画推進室 計画調整課 広域連携グループ 担当：高島

〒559-8555 大阪市住之江区南港北1丁目14番16号咲洲庁舎33階
電話：06-6210-9812
メール：TakashimaKe@mbox.pref.osaka.lg.jp

ご清聴ありがとうございました
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大阪都市計画局のホームページ
https://www.pref.osaka.lg.jp/o140020/daitoshimachi/kouiki_cycleroute/index.html

https://www.pref.osaka.lg.jp/o140020/daitoshimachi/kouiki_cycleroute/index.html

